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　若い先生たちから、いちばん多く相談を受けるのが、「クラスが

荒れてきて困っている」ということです。昔とは比較にならないほ

ど「クラスの荒れ」は頻繁に起こるようになってきました。

　私は、「荒れたクラス」に途中から入って、そのクラスを立て直

すということを経験してきました。本書は、その経験から得たクラ

スを立ち直らせるための具体的な方法についてまとめました。

　一つでも二つでも試していただけると、グッと子どもの反応が変

わり、やがてクラスも変わってくることを実感されると思います。

　そもそもクラスが荒れるということは、担任のやり方が子どもた

ちにマッチしていないということです。ですから、先生の今のやり

方を子どもたちは受け入れられないのです。それを無理に推し進め

れば、状況はますます悪くなるばかりです。

　まずは、気負わないで子どもたちに寄り添うことが大切です。そ

して、子どもたちと戦わないようにします。子どもたちが先生のや

り方に合わせようとしないのなら、先生が子どもたちに合わせてみ

ます。希望を受け入れ、やらせてみるのです。

　これは、「待つ」指導です。子どもたちのやり方が上手くいけば

それを続け、機能しなければ代案を子どもたちと一緒に考えます。

　そのようにして、子どもたちとの良い関係ができてきたら、先生

のやり方を徐々に浸透させていきます。やがてクラスが変われば良

いと鷹揚に構えることです。急がずに変わるまで「待つ」ことが大

切なのです。

　私が、この「待つ」指導を意識するようになったのは「不登校対
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策教員」を担当してからです。

　不登校児は繊細だからこそ不登校になります。我慢強いのですが、

我慢の限界を超えると不登校になってしまいます。そして、不登校

になるとその反動で、今まで抑えていた心が崩れます。その結果、

極端にわがままになります。

　不登校対策教員になる前までの私は、わがままな言動を遠慮なく

叱っていました。当初は、不登校児とはいえ、熱意があれば学校に

復帰させることができると安易に考えていました。しかし、それが

通用しませんでした。

　そこで悩んだあげく、不登校児と付き合うには、まず「わがまま」

を受け入れてみることにしました。

　わがままを存分にさせ、子どもの気持ちを満足させるようにして

みたのです。叱りたい気持ちをグッと我慢しました。「忍」の一字

です。不登校児は、そんな私を挑発するような発言をしてきます。

　担任時代はそんな我慢をしたことがないだけに、ストレスが溜ま

ります。とうとう、５月には学校に行きたくない、不登校児に会い

たくないと、私が不登校になっていました。

　そんな憂鬱な日々を過ごしていたある日、「彼らもこんな思いを

しているのか」と思ったことがありました。私が「不登校」になっ

て不登校児の気持ちが少しだけわかったのです。

　また、彼らを学校に早く復帰させなければ、という考えばかりに

囚われている自分にも気がつくことができました。クラスの荒れを

「早く何とかしなきゃ」と、立て直そうと焦っている先生方の気持

ちと同じです。この考えが自分を苦しめていたのです。

　そのことに気がついてからは、安心して不登校をさせてやろう、

十分に不登校をさせてやろう、枯渇しているエネルギーを満タンに
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してやろう、サポーターに徹しようという意識に変わりました。

　不登校児のペースを容認し、希望を受け入れられるようになり、

わがままを許して見守れるようになってきました。「そうなんだ」

と笑って接することができるようになり、「それでもいいんだよ」

と長い目で見られるようになってきたのです。

　その結果、子どもたちにも徐々に変化が見られ、学校へ来られる

ようになっていったのです。

　この不登校対策教員の経験が荒れているクラスの子どもたちとの

関わりにも役立ちました。気負うことなく、まずは子どもたちを受

け入れる。そして、ちゃんとしている子どもたちを認め、徐々に先

生の理解者を増やしていきます。

　すると、緩やかにクラスが変容していくのですが、子どもたちは

それに気づきません。しかし、周囲は「変わった」「落ち着いてきた」

と評価します。それが子どもたちの励みにもなります。

　人は褒められたり、認められたりすると嬉しくなります。自己肯

定感を持つことで、成長するのです。

　クラスが荒れる理由にはいろいろとあります。荒れに直面した時

には、「こんなに頑張っているのに、何で荒れるんだろう」と悩む

気持ちで一杯になるものです。しかし、それを「どうしたら良くな

るのだろう？」「この方法がダメなら、他の方法はどうかな？」と

前向きに考え直すことが一番大切です。

　前向きにいろいろな実践を試していき、「やがて変わればいい」

と鷹揚に構えていれば、クラスの荒れは自然に収まっていきます。

本書がその一助となれば幸いです。

� 城ヶ﨑�滋雄
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第１章

荒れを感じるクラスと
向き合うために始めること

最も大切なことは、子どもが先生の指導を素直に
受け入れられる状態にしていくことです。クラス
に落ち着きを取り戻すために、子どもたちとの関
係づくりから始めていきましょう！
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▶▶ カッとなっても子どもとぶつからない

　子どもの反抗的な態度に対し、多くの先生はついついカッとなり、

叱責というかたちで正面からぶつかってしまうものです。

　例えば、授業中にお絵描きをしている子どもに、「ちゃんと勉強

をするように」と注意します。すると、子どもは「お喋りをしてい

るわけではなく、授業の邪魔はしていません」と口答えをします。

　行動を改めるだろうと期待していた先生は、「授業に集中してい

ないと、勉強がわからなくなるでしょ！」と、語気を荒げます。

　すると、子どもは「勉強は塾でやっているからわかります。暇だ

ったからお絵描きをしていたんです」と開き直ります。もうこうな

ると、売り言葉に買い言葉、口論を止めることはできません。

▶▶ まずは一歩引いて子どもを受け入れる

　このように先生が子どもとやり合う姿は滑稽です。まわりの子ど

もたちは冷めた目で見ています。先生の威厳が喪失する瞬間です。

　口答えをする子どもには、先生が一歩引いて冷静に対応すること

が大切です。「子どもはいたらなくて当然、だからこそ子どもと呼

ばれるのだ」と思えば腹も立たないものです。

人は受け入れられたと思うと、相手に親しみを覚え、
拒否されたと思うと相手を嫌いになります。子どもへ
の対応は、まず「受け入れる」ことから始めます。

まずは子どもと
戦うことをやめる
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◎貢献する喜びを経験させる
　「授業はみんなでやるものだから、君の力をみんなの学力向上に役立
ててほしいなあ」と貢献する素晴らしさを説きます。
　人はあてにされると応えようとします。友だちに教えることで人望が
増し、自分の存在価値を高められます。

　子どもとは喧嘩をせずに、受け入れます。受け入れてくれた先生

を子どもは信用しようとします。

　例えば、「君の言い分はわかった。では、あと何分あげればいい？」

と条件付きでお絵描きを認めます。また、「なるほど、よく理解で

きているということだね。それなら、わからない人に教えてあげて

くれない？　君の力を貸してほしいなあ」と子どものプライドをく

すぐります。

　もし、子どもが提案を受け入れ、実行したら「ありがとう」とお

礼を言います。それが先生と子どもとの信頼関係を築きます。




